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皆様、いつもお読みいただきありがとうござ
います。平成7年（1995年）に“市民目線で
活動する議員を市議会へ送り出し、市政に参
画しよう”そんな市民の想いから生まれた、
１００%市民派・無党派の『吹田いきいき市民
ネットワーク』の結成後、議会ごとに議会だよ
りを発行しています。
さて、新型コロナウイルス感染症は、8月2日
からの緊急事態宣言が10月1日に解除され、
大阪府においても感染者数が2桁となる日
が10月・11月と続いています。

市民の皆さんの基本的な感染症対策の徹
底と医療行政等においては感染拡大の懸念
に対する備えを求められているところです。
緊急事態宣言下にて行われた 9月定例会
では、市から、緊急アクションプランとして、早
期の事業開始のために議決日(通常は本会
議最終日)を早くしてほしいとの要請があり、
初日の本会議に予算委員会に付託をして次
の日に議決しました。市民の皆様からのお声
が市政を動かす原動力となります。気になる
お声をぜひ、聞かせてください。

［感染拡大蔓延期の支援策、適切といえるのか？
学校運営の教育委員会の姿勢や防災訓練の意義は？(9月定例会質疑より)］

翌日に議決をした事業予算内容（抜粋）
【経済的支援】
・キャッシュレスポイント還元事業（12月1日〜） :15億3,520万円
→auPAY・d払い・PayPay・楽天ﾍﾟｲ使用の方へ最大30%還元
の実施(中小企業支援策としてとのこと。)
・中小企業などの新分野展開等の事業費の補助
【子どもへの支援】
・小学校給食の無償化と中学校給食の半額補助
(期間：10月〜3月)：５億5,102万円
◉会派意見：経済的支援については、対象店舗の感染予防の徹
底と、中学校の給食費支援については、「経済的支援」というなら
弁当持参の家庭との公平性に欠ける点などを指摘しました。前回
も同様の指摘をしており、これまで十分に検討の時間もあったは
ずにも関わらずの同様の支援策。全世帯の支援につながる別策
を早急に検討することを求めました。

※感染状況等により配布時
期が遅れることがありますが
ご了承ください。

吹田市は、政策実現のために市民の声を丁寧に聞く姿勢ができてるといえるでしょうか。

吹田市学校規模適正化基本方針(素案)に
ついて、前回号では意見募集のお知らせ
をしていました。意見募集の結果が公表
されています。HPをご確認ください。
右記QRコード読み取りでもご覧いただ
けます。→

桃山公園のその後…手続きが進められ、事業者募集が
行われています。12月は審査結果通知の予定です。
この事業の内容は、右記のQRコードにて→
地域住民の中には、引き続き、市との協議
を期待されていた方も多くいました。｢誰の
ための公園なのか｣今議会も質問しました。

◎２学期授業形態の判断基準や感染症対策は実態に
合っているのか。(教育委員会会議での協議状況等)
教育監→夏休み延長、分散登校制等の登校形態は対策本
部会議にて総合的に判断をした。(教育委員には事後報告
になっていたこともありました。教育委員会は本来の合議体
としての機能が果たせているといえるでしょうか。)

◎コロナ禍であるとして2年連続実施していない地域
防災訓練…防災訓練の意義、中止の理由は？
危機管理監→防災意識の向上や防災体制の確立を図るこ
とを目的として非常に重要。参加機関が、感染症蔓延下に
おいても社会生活を維持する上で重要な役割を担われて
おり、感染予防と対策を最優先することが必要と判断し、や
むなく中止とした。市対策本部と小学校での訓練は実施予
定。(感染症対策の上での訓練も必要ではないのか)
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子どもたちの不登校支援に格差が…(一般質問より)
「なぜ、特別支援学級の子どもは、教育支援室(学校

以外の公の学習の場)に通えないの？」
と疑問の声が私に届きました。
吹田市の不登校になっている子どもたちの居場所に
おいて、通常学級と支援学級に在籍している子ども
たちとで教育の機会が均等に保障されているとはい
えない状況です。具体的には、『教育支援教室(光の
森・学びの森)』に、支援学級在籍の子どもたちは通
うことができません。
一般質問にて、教育機会確保法と教育の機会均等
の観点から、早急に是正する必要性を訴えました。
一人一人の子ども達に寄り添える環境づくりが大
切です。

五十川→直近３年の不登校の児童・生徒数(年間30日以
上出席しない。または出席することができない状況)、そ
のうち特別支援学級在籍の子供の人数は？
教育監→不登校の児童・生徒は、平成30年度は、
小学校146名、中学校289名。令和元年度は、小学校175名、
中学校345名。 令和２年度は、小学校190名、中学校359名。
なお、支援学級在籍に限った児童・生徒数は、調査を行っ
ていないため、把握していない。
(人数さえ把握していませんでした。「課題を隠そうとし
ているのでは。」と疑問を抱かれても仕方ない状況です)
五十川→受け入れるための対応づくりが急務ではないか
教育監→教育支援教室の課題の詳細な抽出と、その解消に
向けた検討を改めて担当室に指示を行う。支援学級のあり方
を含めた様々な視点から関係室課にて協議を行う。

９月定例会：一般質問について(抜粋)詳しくは
議事録(市議会HP)等にてご覧ください。

【教育行政関係】
◯不登校支援の格差是正へ
◯学校再開と感染症対策を勘案した学校形態
の決定過程における教育委員会のあり方
◯子どもたちの感染不安による登校控えに対する市の
姿勢や支援のあり方等について
【住宅政策・防災関係】
◯居住支援の具体策は？→改訂後の住宅マスタープラ
ンに加える予定。居住支援法人等と意見交換している。
◯マンション管理適正化法等の改正に伴い、市独自の計
画やマンションへの支援策等の検討はしているのか。
→本市においても将来のマンションが管理不全に陥ること
がないよう、マンションの管理の適正化の推進に寄与す
る計画を策定する。
◯自主防災組織同士の情報交換会はR元年度に１回の
み。早急に再開する必要があるのではないか。

【万博公園地区・桃山公園整備について】
◯北部大阪都市計画特別用途地区 (万博記念公園地
区)内での住宅建設は認めない決議に対する市長の認
識について、決議を無視することはあり得るのか。
市長→決議は尊重し、条例に沿った判断の参考にする。
◯桃山公園整備の事業公募の実施について
市長は、市民と対話と傾聴は十分できた。との認識か。
市長→十分ではないが、出来るだけのことはやった。
◯スケジュールを見直してはどうか。
市長→見直しはしない。(予算執行の責任者は首長です)
【９月予算委員会にて】
◯小中学校が実施する修学旅行などにおける感染症対
策などに係る経費を補助→提案時期の遅さを指摘。
◯施設などに自動水栓の導入、検温計・消毒液の購入
→吹田市環境配慮方針に沿ったグリーン購入の実施を求
めました。
◯図書館利用申し込みシステム の導入、自動貸し出し
機の改修、電子書籍コンテンツ数の拡充
→電子書籍数増加(1,000点→33,000点)の妥当性は。
◯健都プラットフォーム構築支援業務
→ 市民モニターの募り方、吹田市民へのメリット、この事
業の意義とは。

一般質問・議案質疑等について（ 9月定例会より）

◎地域住民居場所づくり活動補助事業について
５年間の事業検証の結果、担当部は地域貢献度の高さ
を評価している。複合的な機能を兼ねた事業として新た
な地域の居場所づくり事業の構築に向けた早期検討が必
要ではないか。
市長→子供の居場所づくりというのは総合的に進めなけ
ればならないと認識をしている。不登校の児童・生徒
に対しては、行政もその一因ではあるが、社会全体と
して取組む必要性を感じている。

◎いじめ重大事態案件について、教育委員会は議会でも
答弁を控えるという判断が横行されているため、当該事
業の対応を判断することが難しい状況が続いている。市
長はなんら疑問を抱かれていないのか。
市長→国のガイドラインに沿って適切に対応しているも
のと認識をしている。

◎委託事業の契約状況の徹底した確認体制と積算根拠の
あり方（休日急病診療所の委託内容と実態の乖離から）
市長→疑われることのないような、表にしっかり出せる
ような契約事務、適切な事務執行に努める。
◎吹田市の各事業におけるバリアフリー市民会議の活用
の必要性について（合理的配慮に欠けてる点を指摘。)
副市長→市民の御意見をお聞きすることは重要であると
認識している。必要に応じて、当該会議を
通じて御意見をお聞きするよう努める。

◎その他：新型コロナウイルス感染症の感染拡大予防のため
の各事業とりやめによる市民生活への影響の検証等の必要
性/保健所の人員体制等、新型コロナ対策の全庁的な取組
み及び中核市移行による人員体制/行政手続法及び行政手
続条例に則った「審査基準」の適正な作成及び公表について

〜決算常任委員会の質疑より(抜粋)〜

毎年9月定例会は「G大阪のホームタ
ウン推進の決議」をきっかけに議会初
日に議員と理事者でユニホームTシャ
ツ等を着て機運を高めています。



〜総選挙においても注目された選択的夫婦別姓の導入に関して〜

☆21対14で可決されました!!

☆髪の毛でつながる子供たちの笑顔を☆
『ヘアドネーション』をしました☆

皆さんは、「ヘアドネーション」っ
て聞いたことがありますか？？
脱毛症などの疾病や外傷、または

小児ガンなどの治療に伴う薬の副作
用など、さまざまな理由で頭髪に悩
みを持つ18歳以下の子どもたちに、
ウイッグ（かつら）を送る活動です。
私、いそがわも５年ほど前に

31cmの寄付をしました。ロング用
のｳｨｯｸﾞが足りていないとの声を聞き、
50cm以上を寄付したいと思い伸ば
していました。ご興味ある方はぜひ、
検索してみてください。

いそがわ ゆか活動記録（抜粋）（詳細はSNS等にて）
〔８月〕
～8月2日から9月30日まで緊急事態宣言期間～
３日 広報委員会
４日 議会運営委員会小協議会
５日 なんでも市民相談日，EMS
１０日 環境審議会
１２日 関西若手議員の会総会(ｵﾝﾗｲﾝ)
１７日 議運小協議会/ごみ問題学習会(ｵﾝﾗｲﾝ)
１９日 保健所視察
２０日 戦没者追悼式献花
２１日 共生のまち市民の会(ｵﾝﾗｲﾝ)
２３日 NAASIな会ｵﾝﾗｲﾝ座談会（公共空間等)
２４日 会派オンライン語ろう会(通学区域等)
２６日 議会運営委員会
28・29日 全国政策研究会in神戸(ｵﾝﾗｲﾝ併用)

〔９月〕
～8月27日より9月7日まで議会だより挟
込作業等実施しました！～
２日 本会議（提案説明・委員会審査）
３日 本会議(討論・採決)
６日 ゆいぴあ視察(他市議員同行)
９-10日・13-14日本会議（質問）
14-17･21日 本会議（各常任委員会）
１８日 EMS修了式
２４日 本会議（予算常任委員会討論・採決）
25•26日 オンブズマン全国大会
２８日 議会運営委員会
３０日 本会議（討論・採決）

/決算委員会/
NAASIな会ｵﾝﾗｲﾝ座談会
（医療的ケア児等)

〔10月〕
～10/1付緊急事態宣言解除されました！～
１日 なんでも市民相談日
２日 中消防署跡地活用等について考える会
５日 気候危機アクション(ｵﾝﾗｲﾝ)
5•6•7•11•12日 駅にて議会だより配布
９日 紫金山整備活動
１４日 議会運営委員会小協議会
１７日 防災委員会(五月が丘地区)
18-21日 決算委員会（各分科会）
２１日 近畿市民派議員学習会(ｵﾝﾗｲﾝ参加)
２３日 どんぐり祭り(紫金山公園)
２６日 ごみ問題学習会(ｵﾝﾗｲﾝ)
２７日 不登校支援MT
２９日 みんないきいきﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの授業見学

/NAASIな会ｵﾝﾗｲﾝ座談会(国と地方等)

◉残念ながら可決とならなかった他の意見書↓↓
(9月30日採決結果)
・日本政府に核兵器禁止条約への参加を
求める意見書
→賛成者少数となり否決されました。(15対20)

『市民力』、『広がるネットワーク』が
『吹田いきいき市民ネットワーク』の原点で
す。

これからも、市民の皆様が安心・安全に過
ごせるにはどういう政策が必要なのか。市民
生活に寄り添った政策等を議論する「議会」
という場づくり。また、「議員」という存在
の意義を高め、吹田市における「市民本位(市
民主体)の市政」の実現に向け、全力で取り組
んでまいります。

この度、議会運営委員会小協議会にて、ｸﾞ
ﾙｰﾌﾟｳｪｱｿﾌﾄの導入が決まり、議会のICT化に
一歩前進です。

吹田市議会議員 五十川有香

『選択的夫婦別姓制度の法制化に向けた議
論を求める意見書』について、9月定例会
にて提案しました。(複数会派共同)
意見書内容：最高裁決定において、夫婦同姓規定を合憲
とする一方、夫婦の性に関する制度のあり方については、

国会で論じ、判断すべきとしたが、依然として議論は進ん
でいないため、選択的夫婦別姓制度の法制化に向けた積
極的な議論を進めるよう強く要望する。

◉また、吹田市議会は、令和元年7月定例会
において、「選択的夫婦別姓の導入を求める
意見書」を賛成多数で可決し、政府に提出し
ています。

【子どもの安心・安全に過ごせる居場所の環境整備を！】
いそがわは、コロナ禍以前から子どもの、家庭以外の
居場所の充実を議題に質疑等してきました。
コロナ感染拡大等の影響によって子どもの家庭以外
の居場所の大切さが浮き彫りとなりました。
9月定例会の個人質問においては、コロナ期における利
用頻度等から山田駅前にある『ゆいぴあ』の複合的な
青少年・子どもたちの居場所機能の大切さを確認し、
市内においてさらに増やす必要性を提案したところ、
地域教育部からは、
「地域においても青少年対策委員会や太陽の広場等ボ
ランティアのご協力で多様な居場所があり、より充実

させるよう、今後も各施設や地域の方々と連携・協力
をする」というお答えでした。
続けて、10月決算委員会においても、コロナ禍にお
ける施設閉館の影響による個別相談の増加等を指摘し、
子どもの貧困対策としての居場所の重要性を改めて、
提案・質疑をしました。
児童部からは、「中高生の居場所についても課題と
強く認識している」とのご答弁でした。
居場所の大切の認識は少し進んでいますが具体策は
まだありません。子どもたちの安心安全な居場所の確
保・整備等を引き続き求めていきます。



［11月定例会の日程］
11月24日 本会議（提案説明）
12月 1日 - 3日 本会議（一般質問）
12月 6日 本会議（一般質問）
12月 6日−10日 各常任委員会
12月14日 予算常任委員会

（討論・採決）
12月20日 本会議

（討論・採決）

〔傍聴のご案内〕
感染予防のため、スマホ等から見れるインター

ネット中継もご利用ください。(字幕はありません)
一時保育については、新型コロナウイルスの感染

拡大が収束するまでの間、休止としております。
その他、議会事務局にお問い合わせください。

（議会事務局TEL：06−6384−2644
FAX : 06−6338-0920）

※吹田市の議場は特定天井です

《会計報告（2021年8月〜2021年10月》

◉私たちは、ボランティアの皆様に支えられて
活動しています。議会だより配布・折込作業の
お手伝いをして頂ける方を大々募集しています！
どの地域でも、何枚からでも結構です。ご連絡
ください‼!カンパの応援もお待ちしています。

【郵便振替】
00920−4−331276
いそがわゆか応援団

◉一人一人、ありのままの存在を
認め合い、「ひとりじゃない」

って思えるつながりを感じられる
吹田市政を実現していきたいです。地域の中で共に

ともに、「出会えてよかった！」
と思えるまちを

一緒につくっていきませんか。
私たちはひとりじゃないです。

いそがわ ゆか プロフィール
★1986年 京都市生まれ 五月が丘在住
★2005年 同志社女子高等学校卒業
★2009年 同志社大学社会学部社会福祉学科卒業
★2009～2015年 尼崎市 勤務
★2015年4月〜吹田市議会議員１期目
★2019年4月〜吹田市議会議員２期目
（議会会派：市民と歩む議員の会所属）
◎市民活動・地域活動等
（公財）千里リサイクルプラザ研究員/すいた市民環境会議/
千里竹の会/吹田自然観察会/紫金山みどりの会/せせらぎ

花の会/新小川花の会/マンションライフを考える会/孫子老/
市民ネットすいた/平和なまちづくりＮＷ/おのくん里親の会/
太陽の広場フレンド/手話サークル『風』/地域コミュニティを考
える会/五月が丘地区防災委員・福祉委員、自治会会長/関
西若手議員の会/近畿市民派議員の会／ストップ気候危
機！自治体議員による気候非常事態・共同宣言の会/みんな
で止めよう！香害有志議員の会
◎資格・経験
ケースワーカー・訪問介護員
養成研修２級課程修了（ホームヘルパー2級）
高等学校教員免許公民科・福祉科

♪なんでも市民相談日♪
開催日:12月23日(木)/１月14日(金)/

２月９日(水)/
（いずれも10時から15時）
事前予約の方優先です。

一度、事務所へお問い合わせください。
（コロナ感染状況、公務等の都合により変更の場合もあり
ます。その場合は、いそがわ HPやSNS、事務所前掲示に

てお知らせします。ご了承くださいませ。）

オンライン座談会のお知らせ☆
毎月開催：20時半から22時＠オンライン
コロナ禍でなかなかお会いできない皆様と課題意識

を共有できる時間がもてないかなと色々と考えている
中で、いつも学びを深めている他市の市議会議員等と
各市共通の様々な課題についてのオンライン座談会を
定期的に開催しています。(その名は、NAASIな会！)
※Facebook等のSNSでイベント案内します。
SNSを見れない方はメール等でご連絡ください。
参加の方法をお知らせします。

事務所活動費内訳 （円）

収入

８月-10月合
計

390,420

前月繰越金 1,849,044
合計 2,239,464

支 出

事務所家賃等 261,330
水光熱費 15,188
通信費 75,473
印刷費 453,120
活動費 191,932
交通費 57,135
事務雑費 88,148
人件費 39,000
合 計 1,181,326

繰越金 1,058,138

NAASIな会♪
月一回のテーマ別の座談
会を通して共に学びを深

めています！

（円） 8月 9月 10月

収入

報酬 650,000 650,000 650,000

期末手当等 0 0 0
合計 650,000 650,000 650,000

支出

所得税 56,200 56,200 56,200
住民税 58,200 58,200 58,200
国民年金 16,960 16,960 16,960
国民健康保険 82,000 82,000 82,000
互助会会費 6,500 6,500 6,500
会費 0 0 0
生活費 300,000 300,000 300,000

事務所活動費 130,140 130,140 130,140
合 計 650,000 650,000 650,000


